
■
２
月

24日
、
西
条
市
で
の

「
東
予
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会
」

に

50人
が
参
加
。
◎
大
幅
賃

上
げ
・
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ

る
社
会
、
◎
憲
法
９
条
改
悪
・

消
費
税
増
税
反
対
な
ど
、
労

働
者
と
住
民
国
民
の
要
求
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
集
会
と
デ
モ

行
進
を
実
施
し
ま
し
た
。
集

会
で
は
、
戸
田
西
条
市
職
労

副
委
員
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
、

喜
井
四
国
中
央
市
職
労
委
員

長
と
高
橋
新
居
浜
市
職
労
委

員
長
が
司
会
、
佐
々
木
今
治

市
職
委
員
長
が
決
意
表
明
し

ま
し
た
。

■
３
月
２
日
、
大
洲
市
で
の

「
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
集
会
」

に

50人
が
参
加
。
大
洲
市
役

所
前
に
集
ま
っ
た
参
加
者
を

前
に
、
竹
内
南
予
総
支
部
長

（
内
子
町
職
委
員
長
）
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

決
意
表
明
で
は
「
職
場
で

『
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実

施
し
た
ら
約
２
５
０
通
の
返

信
が
あ
っ
た
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
の
制
度
設
計
に

向
け
て
重
要
な
春
闘
」
大
洲

市
職
、
「
人
員
不
足
が
続
い

て
い
る
。
賃
金
改
善
を
進
め

人
が
集
ま
る
職
場
に
し
た
い
」

西
予
市
職
労
、
「
『

36協
定
』

更
新
に
向
け
内
容
を
労
使
で

協
議
中
。
労
働
時
間
短
縮
に

つ
な
が
る
協
定
内
容
と
す
る

こ
と
が
組
合
の
役
目
だ
」
宇

和
島
病
院
労
組
な
ど
各
単
組

代
表
が
発
言
。
参
加
者
全
員

で
大
洲
市
内
を
デ
モ
行
進
。

集
会
後
は
「
南
予
総
支
部
交

流
会
」
を
兼
ね
た
『
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
＆
懇
親
会
』
を
実

施
し
ま
し
た
。

３
月
７
日
、
小
雨
が
降
り

続
く
東
京
で
民
間
労
組
・
公

務
労
組
共
同
の
「

19春
闘
勝

利
中
央
行
動
」
が
実
施
さ
れ
、

全
国
１
６
０
０
人
（
愛
媛

12

人
）
が
参
加
。

11時
内
閣
人

事
局
前
で
「
公
務
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
・
人
員
確
保
」
、

12時
総
務
省
前
で
「
超
過
勤

務
縮
減
・
会
計
年
度
職
員
制

度
の
財
源
確
保
」
、

13時
人

事
院
・
厚
生
労
働
省
前
で

「
８
時
間
働
い
て
人
間
ら
し

く
暮
ら
せ
る
社
会
、
最
低
賃

金
引
き
上
げ
」
な
ど
を
要
求

し
集
会
を
実
施
。
行
動
の
中

で
、
国
会
議
員
へ
の
「
会
計

年
度
職
員
制
度
の
財
源
確
保

要
請
」
に
高
尾
県
本
部
委
員

長
と
喜
井
四
国
中
央
市
職
労

委
員
長
が
、
総
務
省
へ
の

「
現
業
署
名
提
出
行
動
」
に

佐
々
木
今
治
市
職
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

同
日
の
自
治
労
連
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
「
総
務
省
要

請
行
動
」
に
は

22人
（
愛
媛

11・
高
知
６
・
徳
島
２
・
香

川
３
）
が
参
加
。
総
務
省
担

当
に
対
し
、
四
国
の
自
治
体

職
場
の
実
状
を
伝
え
、
会
計

年
度
職
員
制
度
、
労
働
時
間

管
理
、
再
任
用
、
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

総
務
省
見
解
を
確
認
し
、
改

善
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

２
月
９
日
「
県
本
部
２
０

１
９
中
央
委
員
会
」
に

19単

組

46人
が
参
加
。
①

18秋
季

年
末
の
活
動
経
過
・
到
達
課

題
、
②
中
間
決
算
、
③
会
計

監
査
の
報
告
、
続
い
て
①

19

春
闘
～
夏
季
の
活
動
方
針
、

②
県
本
部
の
機
能
・
体
制
・

財
政
強
化
の
方
向
性
、
③

10

／

17～

19自
治
労
連
全
国
野

球
大
会
・
松
山
開
催
の
現
地

実
行
委
員
会
結
成
に
つ
い
て

を
執
行
部
が
提
案
。
単
組
と

部
評
・
共
済
議
員
団
か
ら

18

人
が
発
言
し
、
す
べ
て
の
報

告
・
提
案
が
承
認
・
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
（
以
下
「
発
言

骨
子
」
一
部
紹
介
）

【
松
山
】
坊
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
を
会
場
に
全
国
野
球
大

会
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
努

め
た
い
。
各
単
組
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
【
西
条
】

長
期
療
養
と
仕
事
の
両
立
支

援
を
強
く
求
め
て
い
る
。

「
復
帰
で
き
る
場
が
あ
る
こ

と
が
勇
気
に
な
る
。
西
条
市

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ

て
ほ
し
い
」
と
市
長
に
求
め

て
い
る
。
【
青
年
部
】
新
採

向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
ビ
ラ
を
作
成

中
。

20年
『
自
治
労
連
青
年

未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
企
画
し
成
功
さ
せ
た
い
。

【
新
居
浜
】
人
員
増
を
重
点

要
求
と
し
、
育
休
代
替
の
正

規
配
置
を
来
年
度
５
人
を
予

定
。
【
四
国
中
央
】
会
計
年

度
職
員
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
１

６
０
枚
を
配
付
し
、
１
４
９

人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

【
宇
和
島
・
宇
和
島
病
院
】

２
月
６
日
人
事
課
協
議
で

「
会
計
年
度
職
員
の
給
与
・

休
暇
」
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
。

【
内
子
】
若
い
組
合
員
の
活

動
参
加
を
広
げ
、
４
月
に
新

採
全
員
に
組
合
加
入
し
て
も

ら
え
る
よ
う
準
備
し
た
い
。

【
伊
予
】
秋
に

22ヵ
所
で
職

場
懇
談
会
実
施
し
、
声
を
要

求
に
し
て
団
体
交
渉
を
実
施

し
た
。
声
を
上
げ
て
活
動
が

見
え
る
よ
う
に
し
、
組
合
加

入
を
広
げ
た
い
。

２
月
９
日
「
労
働
安
全
衛

生
活
動
学
習
会
」
に

16単
組

36人
が
参
加
。
講
師
の
田
頭

愛
美
さ
ん
（
自
治
労
連
女
性

部
長
）
が
『
職
場
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
、
治
療
と
仕
事

の
両
立
に
向
け
て
』
の
テ
ー

マ
で
講
義
。
①
人
事
院
は

「
セ
ク
ハ
ラ
は
他
の
者
を
不

快
に
さ
せ
る
性
的
な
言
動
」

と
し
て
い
る
、
②
厚
生
労
働

省
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
同
じ

職
場
で
働
く
者
に
対
し
、
職

務
上
の
地
位
や
優
位
性
を
背

景
に
、
業
務
の
正
常
範
囲
を

超
え
、
精
神
的
・
身
体
的
苦

痛
を
与
え
る
、
ま
た
は
職
場

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」

と
定
義
し
て
い
る
、
③
厚
生

労
働
省
「
事
業
所
に
お
け
る

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支

援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど

を
紹
介
し
「
使
用
者
に
対
策

を
求
め
る
と
同
時
に
、
学
習

し
労
働
組
合
が
相
談
窓
口
に

な
ろ
う
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

（１） 第５０６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ３月１５日

第 ５０６ 号

日 程

【３月】

16 県本部拡大執行委員会

23 現業評議会幹事会

24 愛媛原爆死没者慰霊祭

（松山市石手川公園）

【４月】

13 医療介護評議会幹事会

（内子）

14 女性部幹事会

保健師部会幹事会

20 県本部拡大執行委員会

非正規公共評議会幹事会

24 東予総支部代表者会議

（新居浜）

【５月】

１ 愛媛中央メーデー集会

（松山市城山公園）

３ 愛媛憲法集会

（松山市コミセン）

19 国民平和大行進

（高知県→愛南町）

17 自治労連中央委員会

（横浜～18）

19 国民平和大行進

（四国中央市→香川県）

■４月１日施行「人事院規則」ポイント（2/1「人事院文書」抜粋要約）

①超過勤務命令の上限

（任命権者は）〔原則〕１ヵ月４５時間・１年３６０時間以内で、必要最小限の超過勤務を命ずる。

〔例外〕他律的業務の比重の高い部署に勤務する職員は１ヵ月１００時間未満・１年７２０時間以

内、かつ２～６ヵ月平均８０時間の範囲内で、必要最小限の超過勤務を命ずる。〔特例〕大規模災

害等への対処等の重要な業務で特に緊急を要する業務に従事する職位に対しては、上限時間を超え

て超過勤務を命ずることができる。その場合には、その要因の整理、分析・検証を行うものとする。

②超過勤務時間の適切な把握

（任命権者は）超過勤務について、年月日、氏名および時間数を記録するものとする。



２
月
７
日
、
南
予
地
域
で

『
県
本
部
統
一
要
求
書
』
を

提
出
し
ま
し
た
。

【
大
洲
市
】
《
総
務
部
長
》

５
年
計
画
の
災
害
復
旧
事
業

が
あ
る
が
用
地
買
収
や
技
術

系
の
職
員
が
不
足
。
時
間
管

理
は
昨
年
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

予
定
だ
っ
た
が
、
災
害
対
応

を
優
先
し
、
改
め
て
今
議
会

に
予
算
計
上
し
諮
っ
て
い
る
。

会
計
年
度
の
制
度
設
計
は
南

予
４
市
で
協
議
し
て
い
る
。

【
大
洲
病
院
】
《
理
事
者
》

会
計
年
度
職
員
制
度
で
は

「
再
度
任
用
時
の
能
力
実
証
」

「
人
事
評
価
」
を
ど
う
す
る

か
悩
ま
し
い
。
厳
格
過
ぎ
る

と
人
材
が
離
れ
な
い
か
心
配

も
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
し
て
い
る
が
、
パ
ワ
ハ
ラ

は
線
引
き
が
難
し
い
。
〔
組

合
〕
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
パ

ワ
ハ
ラ
か
研
修
や
職
場
周
知

が
さ
ら
に
必
要
に
な
る
。

２
月

12日
、
新
居
浜
地
区

の
公
共
事
業
所
で
『
県
本
部

統
一
要
求
書
』
を
提
出
し
ま

し
た
。
【
新
居
浜
文
体
】

《
事
務
局
長
》
４
月
か
ら
通

勤
手
当
を
市
と
同
じ
基
準
に

改
善
。
嘱
託
賃
金
は
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
開
始
ま
で

に
検
討
。
【
新
居
浜
清
掃
】

《
総
務
部
係
長
》
要
求
書
に

つ
い
て
社
長
に
伝
え
る
。

【
新
居
浜
社
協
】
《
常
務
理

事
ら
》
４
月
か
ら
の
「
年
休

５
日
取
得
義
務
化
」
へ
の
対

応
を
検
討
中
。
労
働
時
間
の

把
握
は
昨
年
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

導
入
し
、
円
滑
に
運
用
さ
れ

て
い
る
。
【
朝
日
保
育
園
】

《
園
長
》
新
居
浜
市
の
障
が

い
児
保
育
加
配
制
度
を
活
用

し
フ
リ
ー
保
育
士
を
配
置
、

今
年
度
は
年
休
取
得
も
進
ん

で
い
る
。
来
年
度
保
育
士
１

人
採
用
予
定
で
募
集
。

【
新
田
保
育
園
】
《
園
長
》

非
正
規
保
育
士
の
時
給
は
１

千
円
以
上
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
昨
年
導
入
。
保
育
士
不
足

も
あ
り
、
職
員
１
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
２
月

15

日
、
若
手
職
員
対
象
の

「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開
催
し
、

今
年
度
新
採
３
人
を
含
む

13

人
が
参
加
。
ま
ず
は
、
空
腹

を
満
た
し
、
全
員
そ
ろ
っ
た

と
こ
ろ
で
「
部
署
と
名
前
と

趣
味
」
を
自
己
紹
介
。
「
休

み
は
寝
る
こ
と
」
「
旅
行
が

好
き
」
「
乗
馬
に
は
ま
っ
て

い
る
」
「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
が

趣
味
。
こ
の
人
は
ど
う
？
」

な
ど
な
ど
、
み
な
さ
ん
思
い

思
い
の
言
葉
に
、
突
っ
込
む

人
も
チ
ラ
ホ
ラ
あ
り
、
和
気

あ
い
あ
い
で
進
行
。
気
持
ち

が
ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
で
「
共

済
」
と
「
労
金
」
の
説
明
を

し
、
採
用
２
年
目
の
未
加
入

の
方
が
「
共
済
に
入
り
た
い
」

と
組
合
に
加
入
し
て
く
れ
ま

し
た
。

２
月
２
日
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
部
「
反
核
へ
ん
ろ
愛
媛

コ
ー
ス
」
に
６
単
組

11人
が

参
加
。
今
年
は
松
山
市
内
の

『

46番
浄
瑠
璃
寺
』
『

47番

八
坂
寺
』
『

48番
西
林
寺
』

の
３
カ
所
を
巡
り
『
核
兵
器

廃
絶
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
力
石
青
年
部
長
が
出
発

あ
い
さ
つ
で
「
昨
年
６
月
に

『
自
治
体
に
は
た
ら
く
青
年

の
つ
ど
い

in福
島
』
に
参
加

し
原
発
事
故
の
こ
と
も
学
ん

だ
。
核
や
核
兵
器
廃
絶
に
つ

い
て
も
考
え
な
が
ら
今
日
歩

き
た
い
」
と
話
し
、
へ
ん
ろ

装
束
と
『
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
を
』
と
書
か
れ
た

ビ
ブ
ス
を
着
て
歩
き
、
街
頭

で
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

新
居
浜
清
掃
労
組
は
２
月

23日
「
新
規
加
入
者
も
含
め
、

気
楽
に
み
ん
な
で
話
せ
る
場

を
設
け
た
い
」
と
い
う
杉
田

委
員
長
の
提
案
で
「
焼
肉
懇

親
会
」
を
開
催
し

18人
が
参

加
。
杉
田
委
員
長
が
「
組
合

員
増
加
に
対
す
る
感
謝
」
を

述
べ
、
村
中
副
委
員
長
の
就

任
を
紹
介
。
永
易
書
記
長
が

会
計
報
告
し
、
新
組
合
員
に

向
け
て
県
本
部
発
行
の
『
自

治
労
連
愛
媛
』
も
紹
介
。
杉

田
委
員
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト
し
、
組
合
員
か
ら

は
「
気
楽
に
話
す
こ
と
が
で

き
て
楽
し
め
た
」
な
ど
の
声

も
あ
り
、
他
部
署
の
仕
事
の

こ
と
な
ど
、
普
段
は
な
か
な

か
話
す
機
会
が
な
い
こ
と
も

聞
け
て
、
み
ん
な
が
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

内
子
町
職
青
年
部
は
２
月

22日
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
学
習
会
」
を
開
催
し

32

人
が
参
加
。
大
野
青
年
部
長

が
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
で
一
緒
に
働
く
臨
時
職
員

の
何
が
良
く
な
り
、
悪
く
な

る
の
か
、
組
合
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
学
習
し
、
今
日

を
き
っ
か
け
に
考
え
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
講
師
の
力
石

さ
ん
が
「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
」
に
つ
い
て
、
◎
法

改
正
の
理
由
、
◎
国
の
基
本

的
な
制
度
内
容
、
◎
内
子
町

の
変
更
・
改
善
点
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
参
加
者
か
ら

「
結
局
、
条
件
は
良
く
な
る

の
か
？
」
な
ど
多
数
の
質
問

が
あ
り
、
力
石
さ
ん
は
「
一

緒
に
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職

員
の
改
善
に
は
、
職
の
見
直

し
、
人
員
配
置
や
時
間
外
の

削
減
な
ど
、
役
場
全
体
と
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
、

焼
肉
屋
で
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

■
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し

ま
し
た
！
沿
道
の
途
切
れ
な

い
温
か
い
声
援
に
い
つ
も
励

ま
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
来
年
も
走
り
た
い
で
す
！

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
下
の
子
は
春
か
ら
中
学
生
。

小
学
校
生
活
は
長
い
な
ー
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
過
ぎ

て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
。

子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ
で
、

親
の
私
も
楽
し
い
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
働
く
母
ち
ゃ
ん

頑
張
り
ま
す
♪

（
西
条
・
青
野
）

■
今
年
次
女
が
結
婚
し
ま
す
。

あ
な
た
が
産
ま
れ
、
私
た
ち

は
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

一
人
の
理
解
者
と
し
て
応
援

し
て
い
き
ま
す
。
幸
せ
に
ね
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
還
暦
の
年
が
明
け
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
１
年
、
元
気
で
頑
張

り
ま
す
。

（
西
条
・
川
名
）

■
定
年
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
、
何
だ
か
月
日
の
流
れ

の
早
さ
に
た
だ
た
だ
驚
く
ば

か
り
。
定
年
後
の
生
活
を
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
が
や
っ
て
き
た
。

（
西
条
・
杉
）

■
い
よ
い
よ
最
後
の
１
年
と

な
っ
た
。
定
年
後
に
何
が
待
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
再
任

用
か
、
そ
れ
と
も
転
職
す
る

の
か
、
楽
し
み
・
不
安
・
不

透
明
さ
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
昭
和
で
生
ま
れ
、
平
成
で

子
育
て
を
し
ま
し
た
。
次
の

元
号
で
は
、
穏
や
か
な
老
後

を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

（
西
予
・
西
崎
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０６号

２０１９年 ３月１５日

■
５
０
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
百
人
一
首
」
（
ヒ
ャ

ク
ニ
ン
イ
ッ
シ
ュ
）
で
し
た
。

正
解
は

15通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

青
野
梨
恵
子
（
西
条
）

山
田
国
昭
（
内
子
）

吉
川
匡
希
(
大
洲
病
院
)

田
中
春
美
（
西
予
）

岡
崎
美
郁
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
０
８
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①以前放送した番組を再び放送すること

④短時間に多量に降り積もる雪

⑦資産を増やすために貯蓄や投資で

「資産○○○○」

⑧取り繕えなくなり地が出る。

○○○○剥げる

⑨労働組合で○○○○を引き上げよう

【タテのカギ】

①食事より、何より好き。

○○○○○○より好き

②物資などを補給する根拠地

③心○○、○○冷え、パ○○ン

⑤近視と同じ意味

⑥農家が大部分を占める村落

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

年
度
末
の
学
校
行
事
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


